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「これからのエンジニア」はこう育てる
～VSNの取り組み～

株式会社VSN
イノベーション＆キャリア開発本部

ICTキャリアマネジメント部
テクニカルトレーニンググループ

テクニカルアドバイザー 石川 達也
玉川 博之
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時代は Society5.0 へ

出典：内閣府 Society 5.0「科学技術イノベーションが拓く新たな社会」
https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html
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サイバー空間とフィジカル空間の高度な融合

出典：内閣府 Society 5.0「科学技術イノベーションが拓く新たな社会」
https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html



D X レポート～ITシステム「2025年の崖」の克服とDXの本格的な展開～
平成３０年９月７日 デジタルトランスフォーメーションに向けた研究会

・技術的負債の保守・運用にリソースを割かざるを得ず、最先端のデジタル技術を担う人材を確保できず
・IT人材が不足する中、レガシーシステムの保守・運用にIT・ソフトウエア人材を割かれており、貴重な「IT
人材資源」の浪費につながっている

出典
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_transformation/pdf/20180907_01.pdf
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求められる人の変化

技術者不足の衝撃実態、従来型IT人材は2030年に10万人余る

2030年に人材不足と人材余剰が同時に起こる。AIやIoTに関わる先端人材は55万人
足りなくなるが受託開発や保守運用を担う従来型IT人材は10万人余る。

出典
https://tech.nikkeibp.co.jp/atcl/nxt/column/18/00166/050700030/?P=2

課題
解決型

価値
創造型

出典：https://www.ipa.go.jp/files/000065943.pdf より抜粋

2018年IT人材白書

ITの知見を生かし ながら「ビジネス企画力
（事業デザイン力、マーケティング力など）」
を身につけ、デジタル変革に参画することも
可能だ。

キャリアプランに応じた多様な働き方や個々
の能力を発揮する場を 見つめなおそう。

出典：https://www.ipa.go.jp/files/000065943.pdf より抜粋

2019年IT人材白書

https://tech.nikkeibp.co.jp/atcl/nxt/column/18/00166/050700030/?P=2
https://www.ipa.go.jp/files/000065943.pdf
https://www.ipa.go.jp/files/000065943.pdf
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情報・通信業界でのお取引実績が大半を占め、かつ正社員として
ITエンジニアが2,400名を超える規模で在籍しております。

2017年12月時点

VSNの紹介

2019年4月時点
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VSNの紹介
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VSNの人材育成の取り組み

天王洲トレーニングセンター
業界最大規模 500名収容

研修投資 6億円(年間)

豊富な研修 57種類 / 700回(年)

研修コンテンツ
社内で内製化されたトレーニング

e-learningの活用

外部研修の活用

バリューチェーン・イノベーター（VI）
経営視点と現場力を生かした提案とアクションで、お客
様の生産性向上や事業拡大・新たな価値創造に寄与
します。

地方創生
地方自治体は、環境変化による影響が顕著に表れてお
り、地域が持つ資産を活用し、持続可能なまちづくりを
目指した活動を推進する。

教育 経験

『知識のインプット』、 『継続学習可能な環境』
『スタイル・レベルに合ったトレーニング』

→ 生涯学習が可能な教育環境を用意

『VI活動提案・実行』、 『問題発見～解決+価値創造』
『日本各地をフィールドとした活動の場』

→インプットした内容を『使える』環境を用意

https://www.vsn.co.jp/news/20190424.html

https://www.vsn.co.jp/service/vi.html

https://www.vsn.co.jp/news/20190424.html
https://www.vsn.co.jp/service/vi.html
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4人のプロフィール

Aさん Bさん Cさん Dさん

経験年数 3年 6年 10年 10年

得意分野 ネットワーク ネットワーク ネットワーク サーバ

業務内容

・提案支援
・設計・構築

移転、新設、別
サービスへのNW

切り替えの調整
や現地作業

・設計・構築
・検証

内部システムとイ
ンターネットを接
続するNWのコン
フィグ作成

・設計・構築

システム基盤の
整理やクラウド導
入に向けた検討

・設計・構築
・検証

仮想環境、Web

サーバの導入や
商用ネットワーク
導入
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AITAC受講者の声を紹介

Aさん

AITAC受講を希望した理由
最新のトレンドは何のか技術を幅広く知りたい

AITACの受講後の変化
自身の業務の立ち位置や求めれらているものが明
確になぅた

AITACをこれから受講する人に向けて
業務の幅を広げたい、実際なにをやっていいのか見えな
いという方は受けるとプラスになる

Bさん

AITAC受講を希望した理由
幅広く知りたかった

AITACの受講後の変化
研修で得た知識を生かすことがあった。

AITACをこれから受講する人に向けて
インフラの技術を幅広く学べる内容だった
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AITAC受講者の声を紹介

Cさん

AITAC受講を希望した理由

関連する「クラウド」「運用.構築における自動化」「SDN」などの技術については概要レベル
からの理解が足りていないと感じていたため。

AITACの受講後の変化

エンジニアとしてなりたいイメージに幅が持たせられることになった

AITACをこれから受講する人に向けて

各分野の専門家を招いての講義を受講して質疑応答もできるので、話を聞くだけでもなか
なか面白い



AITACの研修を受講して

株式会社VSN
イノベーション＆キャリア開発本部

ICTキャリアマネジメント部
テクニカルトレーニンググループ

石川 達也



自己紹介
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石川 達也 イシカワ タツヤ

職歴

IT業界歴10年 システムオペレータ４年、インフラ運用保守３年、インフ
ラ検証３年

インフラ検証の中で、設計もしくは構築～運用まで一括で担当していた。
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職歴

監視、コマンド投入、電話
対応

システムオペレータ
4年

システム保守・運用
3年

インフラ検証
3年

監視、コマンド投入、電話
対応、故障切り分け、1次
復旧、装置交換

様々なインフラ装置の検証
するため、設計、構築、運
用、保守、商用導入支援



インフラ検証やっていたこと
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検証環境での「アプリケーション開発以外の全ての領域
を担当する」ことである。

インフラ検証では、ハードウェアを観点とし、大きく分けて3
検証を実施することである。

単体検証…ハードウェア単体試験

対向検証…複数のハードウェア試験

総合検証…システムサービス試験



問題発生
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問題内容：本来出力予定の無いメッセージが出力し、余計な稼働が発生

問題影響：プロジェクト全体のスケジュール遅延

Aネット
ワーク

Bネット
ワーク

出力予定のないエラー
メッセージが出力

問題なし

問題なし

単体検証が遅れたことで、後続の
どこかで遅れた分を取り戻されない
と、プロジェクト全体が遅延する。

出力したメッセージはプロジェクトに
影響がないと確認できた。

A

B
C



要望

16

プロジェクトを遅延なく終了させること。

プロジェクト遅らすことなく、対向検証を終
わらすことは出来ませんか？

検討させてください。



悩み
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プロジェクト遅延の解決策を決めるため現場で悩んでいた。

困った。

何かいい
解決策がないか。



AITAC集中セミナー募集
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【ご案内】AITAC集中セミナー受講希望者の募集について

NW、SV、Cloud、SDN、Docker、Automationなど多くの範囲を行います。

AITAC集中セミナーを
受講しませんか？



セミナー応募理由
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クラウド、自動化、SDN、セキュリティといった自分があまり
関わってこなかった分野を知れるかと思った。



AITACの研修
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TCP/IPネットワーク基礎 OS/コンピュータアーキテクチャ ストレージとデータベース技術

AWS概要 クラウドコンピューティング技術 SDNの基礎と演習

ソフトウェア技術を利用した創造

的サービス構築論
ITインフラ構築と運用の自動化



研修で得たもの
①AITACにて、以下多分野の知識を学んだ。

• ネットワーク
• サーバ
• ソフトウェア

②インフラ自動化の考え方も学んだ。

上記をヒントにし、検証を自動化して、夜中に
検証することで、プロジェクトの遅れを取り戻
せる可能性があることを、AITACの研修で
知った。
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AITACの効果(改善案)
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プロジェクトリーダからの要望を
受けず、問題を先延ばしにする。

稼働を増加させ、納
期通りに終わらせる。

検証を自動化させ、稼働と納期と
もに変更せず、予定通りに終わら
せる。

プロジェクトを納期通り終了させるには？

新たな改善案が出た
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業務で生かすために

ルーティング

QoS

ジョブスケジューリング
(cron)

ネットワーク分野 サーバ分野

ハードウェア制御
(Netmiko)

ソフトウェア分野

AITACで学んだ自動化の概念を業務で生かすため、以下知識を習熟した。

指示した時
間に指定した
プログラム

OS



検証自動化例
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Aネット
ワーク

Bネット
ワーク

(Aルータ)ASR9000(シスコ)
00:00 アクセス規制
00:02 アクセス規制確認
00:05 ログ取得

(Bルータ)MX2020(Juniper)
00:00 設定バックアップ
00:02 インタフェースdown
00:05 ログ取得
00:10 インタフェースup

(ルータ)GR4000(シスコ)
00:00 設定バックアップ
00:02 QoS設定
00:05 インタフェースup
00:10 ログ取得
…

自動的にコマンド投入が可能になったため、
検証が夜間でも実施可能になった。

A

B C

Laptop/Notebook



結果

検証を当初の予定通り実施し、プロ
ジェクトも遅延することなく終了した。

お客様からの信頼を失墜させることも
なかった。
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今後
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現在、後任を育成する立場となり、後任エンジニアを育成することに尽力して
いる。

AITACで学んだエッセンスも盛り込んだ、後任育成プログラム(研修)を検討、
導入している。



研修一覧
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linux基礎研修

シェルスクリプト研修

NW基礎研修

システム導入研修
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価値ある人材を目指して！

価値

「知る」ことから始める
インプット

課題を解決し、
価値を生みだす
アウトプット

有識者から学ぶ
トレンドを意識した

インプット

価値に気づき
新しい価値見出す
アウトプット

相互に知識を交換する
コミュニティを超えた

インプット

新しい価値
を生み出す
アウトプット
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企業理念

人財の創造と輩出を通じて、

人と社会の歓びと可能性の最大化を追求する。


